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項 目 2008 2009 2010 2011 2012
環境保全対策費用（億元）＝A 27.83 30.72 29.68 41.74 28.49
売上高（億元）＝B 2,006.38 1,485.25 2,024.13 2,228.57 1,915.12






















項 目 2008 2009 2010 2011 2012
水使用原単位 73.03 59.97 58.99 60.53 62.50
エネルギー消費原単位 102.00 98.53 97.47 97.34 100.71
SO2排出原単位 60.34 46.84 31.65 24.05 21.52
COD排出原単位 18.0 12.4 12.0 10.4 11.2
産業廃棄物リサイクル率 98.33 98.26 95.58 98.81 98.90
出所：上海宝鋼集団「社会責任報告」（2008～2012）および「FactBook」（2008～2012）のデータに基づき集計・計算
表2 粗鋼生産1万トンあたりの環境保全対策費用の推移（2008～2012年度）
項 目 2008 2009 2010 2011 2012
環境保全対策費用（百万元）＝A 2,783 3,072 2,968 4,174 2,849
粗鋼（万トン）＝B 3,544.3 3,886.5 4,449.5 4,427.1 4,270.0










6．お わ り に
本稿は，中国経済におけるエネルギー・資源面および環境汚染面の課題について整理し，環境
関連政策の内容を概観した上で，中国の上海宝鋼集団に注目してその環境保全対策の費用対効果
および財務的影響について考察してきた。
中国は2012年より成長率が7％台に低下し，高度成長期の終焉を迎えているなか，エネルギー・
資源問題や環境汚染問題などの深刻化はさらに拍車をかけている。地球温暖化問題と資源エネル
ギー価格の高騰などの影響から，2000年代を中心に，環境関連法制は省エネルギー，再生エネ
ルギー促進や資源循環の方向に整備されてきたが，2000年以降，中小製鉄所の急速な増加に伴
い，エネルギー消費効率が停滞しその改善は鈍化していた。これは中国の中小製鉄所の生産工程
がいまだ洗練されておらず，単位生産あたりの原材料投入量の効率性ひいては環境汚染排出量に
問題がある（19）と考えられてきたが，鉄鋼業売上高首位の上海宝鋼集団に関する考察から，その
環境保全対策は大気・水質汚染の改善が中心となっており，エネルギー・資源問題への改善ポテ
ンシャルがまだ大きく存在していることも注目に値する。すなわち，中国の循環経済システムの
実現に向け，生産工程における省エネルギー・省資源，いわゆるクリーナー・プロダクションの
促進がいまなお重要な課題として取り組む必要があると考える。
特に，鉄鋼業の省エネルギー対策について，エネルギーの使用量を削減することを通じて石炭
などの主原燃料の資源問題を緩和できるとともに，汚染物質の排出をも削減することを可能にす
る，いわばエネルギー・資源問題と環境汚染問題の制約を一石二鳥で解消する可能性を秘めてい
る（20）ことから，今後も，日中鉄鋼業の環境保全対策の費用対効果とその財務的影響の視点から
注目していきたい。
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